
市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、10月、12月）発行する
高砂市議会だよりの表紙写真を募集します。
応募方法など詳しくは、高砂市議会のホームページをご覧ください。
右のQRコードを読み込むことでご覧いただけます。

問い合わせ先：議会事務局 443-9061

ぜひ、ご応募ください！

「高砂市議会だより」の表紙写真を募集します

編集●市議会だより編集委員会

高砂市高砂市 TAKASAGOTAKASAGO
2023

第 224号 2023 年（令和 5年）11月 https://www.city.takasago.lg.jp/

9月
定例会号議会だより議会だより

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにてお知らせいたします。

12月5日（火）
開会予定です。

12月
定例会は

日程その他詳しいことは

議会事務局 （Tel 443-9061）までお問合せください。

TopicsTopics

ナイトファンタジーイリュージョン2022（昨年度撮影分）／大村哲史氏撮影

９月定例会の日程 9月12日～9月27日（16日間）
9月12日

　    13日
  14・15日

20・21日
22・25・26日

27日

開会、
市長の提案理由の説明、
諸報告（高砂市民病院経営改善対策
特別委員会中間報告）
正副議長の選挙、各委員の選任等
質疑

一般質問
委員会審査
委員会審査、委員長報告、討論採決、
質疑、討論採決（追加提案）、
決算認定質疑、閉会

新しい議会の構成決まる！
～新体制のもと各議案を審議しました～

募集中募集中

本会議・委員会は
どなたでも傍聴できます｡ 　９

月
か
ら
議
会
構
成
が
新
体
制
と
な
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
に
よ
る
位
置
付
け
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
な

り
、
市
民
生
活
も
徐
々
に
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
な

ど
新
た
な
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
様
々
な
関
心
事
や
情
報
を
心
温
ま
る

紙
面
で
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
表
紙
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
で
撮
影
し
た
イ
チ
オ
シ
の
風
景

や
楽
し
い
写
真
な
ど
を
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

編  集  後  記
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新しい議会の構成決まる新しい議会の構成決まる

就任のごあいさつ

議長 藤森　誠
（市議当選　5回） （市議当選　3回）

副議長 石﨑　徹

　市民の皆さま方におかれましては日ごろから市議会に対しまして、ご理解、ご協力を賜り、心よ
りお礼申し上げます。
　このたび、９月定例市議会におきまして、議員各位のご推挙により、議長、副議長に就任いた
しました。
　私たちにとりまして、誠に身に余る光栄でありますとともに、その職責の重さに身が引き締まる思
いでございます。
　さて、５月に新型コロナウイルス感染症が２類から５類に移行し、まだまだ安心はできませんが、
コロナ禍前の生活に戻りつつあります。
　そのような状況の中で、市議会におきましては市民の皆さま方が参画しやすい開かれた議会運
営を推進するため、市民の皆さま方への報告と意見交換の場として、議会報告会を行っております。
　今後も、継続的に議会報告会を行うとともに、市内の高校へ出向き、議会報告会を行うなど、
若い世代に市議会に親しみを感じてもらえるような取り組みも進めてまいりたいと考えております。
　結びに、市議会といたしましては今後も、高砂市の発展と市民福祉の向上のため、全精力を
傾注してまいりますので、市民の皆さま方におかれましても、より一層のご理解、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

高砂市議会
議　長　
副議長

藤　森　　誠
石　﨑　　徹

会派代表者

山　田　光　昭
（民主クラブ）

鈴　木　利　信
（未来ネット）

今　竹　大　祐
（新政会）

迫　川　高　行
（公明党）

鷹　尾　治　久
（明風会）

文教厚生常任委員会

石﨑 徹　松野 優也　横田 英樹　迫川 高行
◎岩見 明　○入江 啓太

鷹尾 治久　北野 誠一郎　大西 由紀　島津 明香　藤森 誠
◎山田 光昭　○春増 勝利

建設環境経済
常任委員会

森 秀樹　川端 宏明　今竹 大祐　鈴木 利信
◎芝本 鎮彰　〇坂本 まり

主に企画・総務・市税・消防・選挙に
関することを審査します。

主に福祉・教育・病院に関することを
審査します。

主に経済・環境・道路・河川・上下
水道に関することを審査します。

総務常任委員会

各 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長
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新しい議会の構成決まる新しい議会の構成決まる

就任のごあいさつ

議長 藤森　誠
（市議当選　5回） （市議当選　3回）

副議長 石﨑　徹

　市民の皆さま方におかれましては日ごろから市議会に対しまして、ご理解、ご協力を賜り、心よ
りお礼申し上げます。
　このたび、９月定例市議会におきまして、議員各位のご推挙により、議長、副議長に就任いた
しました。
　私たちにとりまして、誠に身に余る光栄でありますとともに、その職責の重さに身が引き締まる思
いでございます。
　さて、５月に新型コロナウイルス感染症が２類から５類に移行し、まだまだ安心はできませんが、
コロナ禍前の生活に戻りつつあります。
　そのような状況の中で、市議会におきましては市民の皆さま方が参画しやすい開かれた議会運
営を推進するため、市民の皆さま方への報告と意見交換の場として、議会報告会を行っております。
　今後も、継続的に議会報告会を行うとともに、市内の高校へ出向き、議会報告会を行うなど、
若い世代に市議会に親しみを感じてもらえるような取り組みも進めてまいりたいと考えております。
　結びに、市議会といたしましては今後も、高砂市の発展と市民福祉の向上のため、全精力を
傾注してまいりますので、市民の皆さま方におかれましても、より一層のご理解、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

高砂市議会
議　長　
副議長

藤　森　　誠
石　﨑　　徹

会派代表者

山　田　光　昭
（民主クラブ）

鈴　木　利　信
（未来ネット）

今　竹　大　祐
（新政会）

迫　川　高　行
（公明党）

鷹　尾　治　久
（明風会）

文教厚生常任委員会

石﨑 徹　松野 優也　横田 英樹　迫川 高行
◎岩見 明　○入江 啓太

鷹尾 治久　北野 誠一郎　大西 由紀　島津 明香　藤森 誠
◎山田 光昭　○春増 勝利

建設環境経済
常任委員会

森 秀樹　川端 宏明　今竹 大祐　鈴木 利信
◎芝本 鎮彰　〇坂本 まり

主に企画・総務・市税・消防・選挙に
関することを審査します。

主に福祉・教育・病院に関することを
審査します。

主に経済・環境・道路・河川・上下
水道に関することを審査します。

総務常任委員会

各 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長
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各 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長

決算特別委員会

入江 啓太　鈴木 利信　大西 由紀　石﨑 徹
◎坂本 まり　〇迫川 高行

市議会だより
編集委員会

鈴木 利信　鷹尾 治久　横田 英樹　春増 勝利
◎入江 啓太　〇松野 優也

高砂市民病院経営改善
対策特別委員会

春増 勝利　坂本 まり　大西 由紀　芝本 鎮彰　松野 優也
◎鈴木 利信　〇岩見 明

高砂市民病院のあり方及び経営改善に
ついて調査・検討を行います。

予算の執行状況が適正かどうかを審査
します。

議会広報誌の編集及び発行に関し協議・
調整を行います。

議会運営委員会

山田 光昭　鷹尾 治久　今竹 大祐　横田 英樹　北野 誠一郎
藤森 誠　◎森 秀樹　〇川端 宏明　石﨑 徹

※正・副議長は、議会運営委員会の委員ではありません。

議会の運営をスムーズに行うため、
会期の決定や議事の取り扱いについて
協議します。

議案概要

●損害賠償の額を定めることについて

可決した事件議案

●高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を定めることにつ
いて
●高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例を定めることについて
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例を定めるこ
とについて

可決した条例議案

●第３回令和５年度高砂市一般会計
●第１回令和５年度高砂市国民健康保険事業特別会計
●第１回令和５年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計
●第１回令和５年度高砂市介護保険事業特別会計
●第３回令和５年度高砂市水道事業会計
●第１回令和５年度高砂市工業用水道事業会計
●第１回令和５年度高砂市下水道事業会計
●第４回令和５年度高砂市一般会計

可決した補正予算

●旧入江家住宅保存整備事業（旧入江家住宅の駐車場用地を買収し、保存修理工事完了後に駐車場として利用する
もの）
●文化財保存整備事業（市有地にある阿弥陀３号墳の整備工事を実施するもの）
●水道料金減免事業（電気・ガス料金を含む物価高騰等への対策として、新水道料金の基本料金を２期（４箇月）分減
免するもの）

実施される主な事業

【継続審議】
●高砂市教育センター駐車場の拡張を求める陳情書
●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める
陳情

陳　情

議案等の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は表決に加わりません。
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日本
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可決

可決

可決

（陳情）※継続審議とすることについて諮りました。

（予算議案）

高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を
定めることについて

紙面の都合上、賛否の分かれた議案等を掲載しています。

高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例を定めることについて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決第３回令和５年度高砂市一般会計補正予算

第１回令和５年度高砂市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

第１回令和５年度高砂市介護保険事業特別
会計補正予算

高砂市教育センター駐車場の拡張を求める
陳情

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的
補助を求める陳情
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各 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長

決算特別委員会

入江 啓太　鈴木 利信　大西 由紀　石﨑 徹
◎坂本 まり　〇迫川 高行

市議会だより
編集委員会

鈴木 利信　鷹尾 治久　横田 英樹　春増 勝利
◎入江 啓太　〇松野 優也

高砂市民病院経営改善
対策特別委員会

春増 勝利　坂本 まり　大西 由紀　芝本 鎮彰　松野 優也
◎鈴木 利信　〇岩見 明

高砂市民病院のあり方及び経営改善に
ついて調査・検討を行います。

予算の執行状況が適正かどうかを審査
します。

議会広報誌の編集及び発行に関し協議・
調整を行います。

議会運営委員会

山田 光昭　鷹尾 治久　今竹 大祐　横田 英樹　北野 誠一郎
藤森 誠　◎森 秀樹　〇川端 宏明　石﨑 徹

※正・副議長は、議会運営委員会の委員ではありません。

議会の運営をスムーズに行うため、
会期の決定や議事の取り扱いについて
協議します。

議案概要

●損害賠償の額を定めることについて

可決した事件議案

●高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を定めることにつ
いて
●高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例を定めることについて
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例を定めるこ
とについて

可決した条例議案

●第３回令和５年度高砂市一般会計
●第１回令和５年度高砂市国民健康保険事業特別会計
●第１回令和５年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計
●第１回令和５年度高砂市介護保険事業特別会計
●第３回令和５年度高砂市水道事業会計
●第１回令和５年度高砂市工業用水道事業会計
●第１回令和５年度高砂市下水道事業会計
●第４回令和５年度高砂市一般会計

可決した補正予算

●旧入江家住宅保存整備事業（旧入江家住宅の駐車場用地を買収し、保存修理工事完了後に駐車場として利用する
もの）
●文化財保存整備事業（市有地にある阿弥陀３号墳の整備工事を実施するもの）
●水道料金減免事業（電気・ガス料金を含む物価高騰等への対策として、新水道料金の基本料金を２期（４箇月）分減
免するもの）

実施される主な事業

【継続審議】
●高砂市教育センター駐車場の拡張を求める陳情書
●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める
陳情

陳　情

議案等の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注：議長は表決に加わりません。
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（陳情）※継続審議とすることについて諮りました。

（予算議案）

高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を
定めることについて

紙面の都合上、賛否の分かれた議案等を掲載しています。

高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例を定めることについて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決第３回令和５年度高砂市一般会計補正予算

第１回令和５年度高砂市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

第１回令和５年度高砂市介護保険事業特別
会計補正予算

高砂市教育センター駐車場の拡張を求める
陳情

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的
補助を求める陳情
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【条例議案】
●高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を定めることについては、し尿処理
の全面委託化により想定される災害時のリスクにおけるバックアップ体制として、兵庫県災害廃棄物処
理計画や兵庫県災害廃棄物処理の相互応援に関する協定等について確認し、了としました。

建設環境経済常任委員会 委員会審査の概要報告

【条例議案】
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例を定めることについては、様々な蓄電池が普及するのに合
わせて、単位をアンペアアワー・セルからキロワット時に改正し、構造要件についても改正を行うこと、
また、固体燃料を熱源とする厨房設備についても壁からの安全上の距離を変更することについて確認
し、了としました。

【予算議案】
●第3回令和5年度高砂市一般会計補正予算については、物価高騰により影響を受けている指定管理者
に対して継続してサービスの提供が行えるように光熱費の高騰分の一部を支援することについて確認
を行い、了としました。なお、指定期間が来年度以降も続く指定管理者については、来年度以降の運営
について丁寧な話し合いを行うことを意見として付け加えました。

【予算議案】
●物価高騰により影響を受けた指定管理者への支援については、算定基準を一律にした支援制度の妥当
性について①施設ごとにメリハリのある支援手法の検討②良質なサービスの持続的提供のため受益者
負担の検討がどのようになされたのか、また、今後、それらを整理検討することを確認し、了としました。

●農地用地番図データ作成業務委託については、農
地保全にとどまらない活用懸念はあるものの、農地
有効利用への効果も大いに期待できることから、了
としました。

●水道料金（基本料金）の減免については、これまでの
3回の減免についての効果を確認し、了としました。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会
【条例議案】
●高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を定めることについては、スマートフォン用電子証明書を活用し
てコンビニ等で印鑑登録証明書が発行できるようにすることを確認しました。

【陳情】
●高砂市教育センター駐車場の拡張を求める陳情書については、周辺駐車場の利用手続きの簡素化、体
育センター解体後の利活用について調査研究が必要であることから、継続審査としました。

●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める陳情については、県アンケート調査の分析結果
と、すでに購入費助成を実施している県下8市町の状況研究などを通じて検証すべきであることから、賛
成多数で継続審査としました。また、保険適用外のものに対する助成金について、市の考え方をまとめ
るよう意見をつけました。

【予算議案】
●旧入江家住宅保存整備事業については、駐車場用地と周辺道路の現地視察を行い、令和9年までの整
備スケジュールと工事完了後の公開・活用について確認しました。

阿弥陀3号墳の現地視察旧入江家住宅駐車場用地の確認

現地視察写真

現地視察写真

旧入江家住宅前狭あい道路の現地確認

議長及び副議長の
選出について

　議長及び副議長の選挙の実施にあたり、選
出過程や任期を明らかにするため、所信表明
を行っています。

副議長選挙

石
﨑

　徹

　議
員

投票結果 所信表明

石
﨑

　徹

　議
員 

19
票

議長選挙

投票結果 所信表明

藤
森    

誠   

　議
員 

15
票

北
野 

誠
一
郎

　議
員 

4
票

藤
森    

誠   

　議
員

北
野 

誠
一
郎

　議
員

議会選出各種委員名簿

役　　職　　名 人数

1

2

1

委　　　員

高砂市交通安全対策会議委員

高砂市環境保全協議会委員

東播臨海救急医療協会評議員

藤森 　誠

芝本 鎮彰　坂本 まり

山田 光昭

1

2

2

加古川歯科保健センター
運営協議会委員

高砂市国民健康保険
運営協議会委員

高砂市都市計画審議会委員

高砂市社会教育委員

高砂市民生委員推薦会委員

山田 光昭

入江 啓太

大西 由紀　横田 英樹

岩見 　明　芝本 鎮彰

松野 優也　坂本 まり
北野 誠一郎　今竹 大祐
迫川 高行

1

5
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【条例議案】
●高砂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を定めることについては、し尿処理
の全面委託化により想定される災害時のリスクにおけるバックアップ体制として、兵庫県災害廃棄物処
理計画や兵庫県災害廃棄物処理の相互応援に関する協定等について確認し、了としました。

建設環境経済常任委員会 委員会審査の概要報告

【条例議案】
●高砂市火災予防条例の一部を改正する条例を定めることについては、様々な蓄電池が普及するのに合
わせて、単位をアンペアアワー・セルからキロワット時に改正し、構造要件についても改正を行うこと、
また、固体燃料を熱源とする厨房設備についても壁からの安全上の距離を変更することについて確認
し、了としました。

【予算議案】
●第3回令和5年度高砂市一般会計補正予算については、物価高騰により影響を受けている指定管理者
に対して継続してサービスの提供が行えるように光熱費の高騰分の一部を支援することについて確認
を行い、了としました。なお、指定期間が来年度以降も続く指定管理者については、来年度以降の運営
について丁寧な話し合いを行うことを意見として付け加えました。

【予算議案】
●物価高騰により影響を受けた指定管理者への支援については、算定基準を一律にした支援制度の妥当
性について①施設ごとにメリハリのある支援手法の検討②良質なサービスの持続的提供のため受益者
負担の検討がどのようになされたのか、また、今後、それらを整理検討することを確認し、了としました。

●農地用地番図データ作成業務委託については、農
地保全にとどまらない活用懸念はあるものの、農地
有効利用への効果も大いに期待できることから、了
としました。

●水道料金（基本料金）の減免については、これまでの
3回の減免についての効果を確認し、了としました。

総務常任委員会

文教厚生常任委員会
【条例議案】
●高砂市印鑑条例の一部を改正する条例を定めることについては、スマートフォン用電子証明書を活用し
てコンビニ等で印鑑登録証明書が発行できるようにすることを確認しました。

【陳情】
●高砂市教育センター駐車場の拡張を求める陳情書については、周辺駐車場の利用手続きの簡素化、体
育センター解体後の利活用について調査研究が必要であることから、継続審査としました。

●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める陳情については、県アンケート調査の分析結果
と、すでに購入費助成を実施している県下8市町の状況研究などを通じて検証すべきであることから、賛
成多数で継続審査としました。また、保険適用外のものに対する助成金について、市の考え方をまとめ
るよう意見をつけました。

【予算議案】
●旧入江家住宅保存整備事業については、駐車場用地と周辺道路の現地視察を行い、令和9年までの整
備スケジュールと工事完了後の公開・活用について確認しました。

阿弥陀3号墳の現地視察旧入江家住宅駐車場用地の確認

現地視察写真

現地視察写真

旧入江家住宅前狭あい道路の現地確認

議長及び副議長の
選出について

　議長及び副議長の選挙の実施にあたり、選
出過程や任期を明らかにするため、所信表明
を行っています。

副議長選挙

石
﨑

　徹

　議
員

投票結果 所信表明
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﨑
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19
票
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誠
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員

議会選出各種委員名簿

役　　職　　名 人数

1

2

1

委　　　員

高砂市交通安全対策会議委員

高砂市環境保全協議会委員

東播臨海救急医療協会評議員

藤森 　誠

芝本 鎮彰　坂本 まり

山田 光昭

1

2

2

加古川歯科保健センター
運営協議会委員

高砂市国民健康保険
運営協議会委員

高砂市都市計画審議会委員

高砂市社会教育委員

高砂市民生委員推薦会委員

山田 光昭

入江 啓太

大西 由紀　横田 英樹

岩見 　明　芝本 鎮彰

松野 優也　坂本 まり
北野 誠一郎　今竹 大祐
迫川 高行

1
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委員会の報告
委員会として意見の一致した点
　経営コンサルティング業務委託の最終報告書においては、医師数の減少、病床数の縮小、建て替えにお
いては移転建て替えなど具体的な案が提示されたが、この条件では経営改善については非常に厳しい状
況が続くとの見込みが示された。
　委員会では、以下の点で意見の一致が見られた。
　経営改善をもっと強力に進めるためには、具体的な内容を高砂市民病院将来構想庁内検討委員会で、
議論し検討する必要がある。
　高砂市民病院の方向性を説明するときは、市全体の地域医療をどうするか、また経営改善の更なる対策
も含めて市民に対して丁寧な説明が必要である。
　また、医師の確保の具体的な方法及びその見通し、高砂市全体の医療供給体制の精査及びその中での
高砂市民病院の役割など、まだ多くの整理できていない課題がある。

委員会として意見の分かれた点
（ア）経営形態について
（イ）建て替えについて
（ウ）介護医療院について

まとめ
　高砂市民病院の将来像は、経営コンサルティング業務委託の最終報告書を参考にし、高砂市民病院将
来構想検討委員会の答申を踏まえて、１２月末までに高砂市として方向性を示すことになっている。
　また、新しい高砂市民病院経営強化プランも今年度中に作成することになっている。
　議会としても、その経緯を確認した上で議論を尽くし、意見を集約していくという大切な時期となるた
め、さらに議論を深める必要がある。
　９月以降も市民病院事務局、市長部局を交え議論をできるように委員会の継続が必要ではないかと考
えている。

高砂市民病院経営改善対策特別委員会中間報告書（抜粋）

高砂市議会
議長　今竹 大祐 様

令和５年９月８日

高砂市民病院経営改善対策特別委員会
委員長　鈴木 利信

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（9月定例会の会議録は12月に完成する予定です。）一 般 質 問

熱
中
症
対
策
の

推
進
に
つ
い
て 

ほ
か

迫
川
　高
行

災
害
時
に
お
い
て
も
教
育
活
動
に
お
い
て
も
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
導
入
は
優
先
課
題
と
考
え
る
　見
解
を
伺
う

災
害
時
で
は
、エ
ア
コ
ン
設
備
が
不
要
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
緊
急
的
、応
急
的
対
応
と
し
て
災
害
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、冷
房
機
器
等
を
調
達
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
教
育
環
境
と
し
て
は
、引
き
続
き
市
長
部
局
と
調
整
し
、事

業
化
を
目
指
し
て
い
く
。今
後
は
、国
の
集
中
対
策
期
間
も
考

慮
し
て
、庁
内
で
検
討
し
て
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た
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と
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え
て
い
る
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機
能
の
強
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に
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け
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か
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り
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害
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く
中
で
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く
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で
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。

　公
共
施
設
へ
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、マ
イ
ボ
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。
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。
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。
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ョ
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あ
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る

　認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問問 答答

理
不
尽
な
世
の
中
を
生
き
抜
く
力
で
は
な
く
、理
不
尽
で

は
な
い
社
会
を
創
る
力
を
育
む
た
め
の
教
育
、未
来
の
た

め
の
教
育
だ
け
で
な
く「
今
」楽
し
い
と
思
え
る
教
育
の
実
践

に
向
け
て
、更
に
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
　見
解
を
伺
う

高
砂
市
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
発
展
さ
せ
る

に
は
、
地
域
と
と
も
に
・
ほ
っ
と
か
な
い
・
学
び
を
変
え

る
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

推
進
し
て
い
く
に
は
、
本
市
の
目
指
す
姿
に
向
け
て
整
理
・

分
析
を
行
い
、
学
校
及
び
地
域
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
、

ま
た
、
市
長
部
局
と
も
連
携
・
協
議
し
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
探
究
学
習
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、
主
体
的
に
活
動

す
る
機
会
を
今
ま
で
以
上
に
多

く
設
定
し
て
い
き
、
児
童
・
生

徒
が
探
究
的
な
学
習
に
興
味
を

持
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
始
め
る
DX
推
進
と
し
て
、申
請
様
式
を
統

一
で
き
る
も
の
は
統
一
し
、記
入
す
る
部
分
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

様
式
を
統
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
負
担
軽
減
、利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し
て
、書
か
な
い

窓
口
の
導
入
、併
せ
て
事
務
処
理
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。様
式
の
統
一
化
に
つ
い
て
も
正
確
性
の
確
保
等
を
十

分
に
考
慮
し
検
討
を
進
め
、準
備
が
整
い
次
第
、統
一
し
た
様
式

の
運
用
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
分
野
の
DX
推
進
と
し
て
、「
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
」と「
就
労
証
明
書
」の
DX
推
進
に
つ
い
て
状
況

と
展
望
を
伺
う
。

妊
娠
８
か
月
頃
の
妊
婦
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
し
て
い
る
。産
後
の
新
生
児
訪
問
希
望

の
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、現
在
の
は
が
き
を
、QR
コ
ー
ド
で
で
き

る
よ
う
、DX
化
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、出

産
・
子
育
て
応
援
金
申
請
時
の
公
金
受
取
口
座
に
つ
い
て
も
、早

期
に
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
保
育
所
入
所
時
の
就
労
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
に
つ
い

て
は
、国
の
方
針
に
従
い
、従
来
通
り
の
提
出
方
法
で
い
く
予
定

で
あ
る
。就
労
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、国
よ
り
示
さ
れ
て

い
る
標
準
的
な
様
式
を
原
則
使
用
し
、本
市
で
も
令
和
６
年
４

月
入
所
受
付
時
か
ら
国
の
標
準
様
式
を
使
用
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
負
担
軽
減
が
図
れ
る

よ
う
、子
育
て
分
野
の
DX
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

DX
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

島
津
　明
香
　

問 問答答

探
究
学
習
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
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委員会の報告
委員会として意見の一致した点
　経営コンサルティング業務委託の最終報告書においては、医師数の減少、病床数の縮小、建て替えにお
いては移転建て替えなど具体的な案が提示されたが、この条件では経営改善については非常に厳しい状
況が続くとの見込みが示された。
　委員会では、以下の点で意見の一致が見られた。
　経営改善をもっと強力に進めるためには、具体的な内容を高砂市民病院将来構想庁内検討委員会で、
議論し検討する必要がある。
　高砂市民病院の方向性を説明するときは、市全体の地域医療をどうするか、また経営改善の更なる対策
も含めて市民に対して丁寧な説明が必要である。
　また、医師の確保の具体的な方法及びその見通し、高砂市全体の医療供給体制の精査及びその中での
高砂市民病院の役割など、まだ多くの整理できていない課題がある。

委員会として意見の分かれた点
（ア）経営形態について
（イ）建て替えについて
（ウ）介護医療院について

まとめ
　高砂市民病院の将来像は、経営コンサルティング業務委託の最終報告書を参考にし、高砂市民病院将
来構想検討委員会の答申を踏まえて、１２月末までに高砂市として方向性を示すことになっている。
　また、新しい高砂市民病院経営強化プランも今年度中に作成することになっている。
　議会としても、その経緯を確認した上で議論を尽くし、意見を集約していくという大切な時期となるた
め、さらに議論を深める必要がある。
　９月以降も市民病院事務局、市長部局を交え議論をできるように委員会の継続が必要ではないかと考
えている。

高砂市民病院経営改善対策特別委員会中間報告書（抜粋）

高砂市議会
議長　今竹 大祐 様

令和５年９月８日

高砂市民病院経営改善対策特別委員会
委員長　鈴木 利信

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（9月定例会の会議録は12月に完成する予定です。）一 般 質 問

熱
中
症
対
策
の

推
進
に
つ
い
て 

ほ
か

迫
川
　高
行

災
害
時
に
お
い
て
も
教
育
活
動
に
お
い
て
も
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
導
入
は
優
先
課
題
と
考
え
る
　見
解
を
伺
う

災
害
時
で
は
、エ
ア
コ
ン
設
備
が
不
要
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
緊
急
的
、応
急
的
対
応
と
し
て
災
害
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、冷
房
機
器
等
を
調
達
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
教
育
環
境
と
し
て
は
、引
き
続
き
市
長
部
局
と
調
整
し
、事

業
化
を
目
指
し
て
い
く
。今
後
は
、国
の
集
中
対
策
期
間
も
考

慮
し
て
、庁
内
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
に
お
け
る

防
災
機
能
の
強
化
に
向
け
て 

ほ
か

坂
本
　ま
り
　

問答

災
害
級
の
猛
暑
が
続
く
中
で
、ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
、市
役
所
や
公
民
館
な
ど
市
内
公
共
施
設
を
活
用

し
、熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　公
共
施
設
へ
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
、マ
イ
ボ
ト
ル
用

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、既
存
の
施
設
で
実
施
可
能
な

取
組
で
あ
る
た
め
、実
施
に
向
け
全
庁
的
に
検
討
し
て
い

く
。ま
た
、民
間
施
設
、特
に
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
も

協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
、現
在
、24
施
設
に
設
置
し
て
お
り
、他
の

施
設
に
つ
い
て
も
、設
備
環
境
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
、水
道
水
の
PR
に
加
え
て
、環
境
負
荷
の
低

減
を
す
る
水
確
保
、熱
中
症
対
策
、魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
、新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど
、給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
可
能

性
を
生
か
し
た
取
組
方
法
、設
置
場
所
、設
置
の
た
め
の
財
源
確

保
な
ど
検
討
を
始
め
て
い
き
た
い
。

学
校
の
体
育
館
は
、災
害
時
に
住
民
の
避
難
所
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
の
熱
中
症
防
止
の
た
め
に
も
緊
急
性
を
増
し

て
お
り
、体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
熱
中
症
対
策
及
び
教
育
環
境
の

向
上
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
学
校
施
設
全

体
と
し
て
は
、
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
な
ど
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
支
援
制
度
の
動
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
優
先
順
位
を

定
め
つ
つ
、
引
き
続
き
市
長
部

局
と
調
整
し
、
事
業
化
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

　認
知
症
対
策
に
つ
い
て

問問 答答

理
不
尽
な
世
の
中
を
生
き
抜
く
力
で
は
な
く
、理
不
尽
で

は
な
い
社
会
を
創
る
力
を
育
む
た
め
の
教
育
、未
来
の
た

め
の
教
育
だ
け
で
な
く「
今
」楽
し
い
と
思
え
る
教
育
の
実
践

に
向
け
て
、更
に
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
　見
解
を
伺
う

高
砂
市
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
つ
い
て
発
展
さ
せ
る

に
は
、
地
域
と
と
も
に
・
ほ
っ
と
か
な
い
・
学
び
を
変
え

る
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

推
進
し
て
い
く
に
は
、
本
市
の
目
指
す
姿
に
向
け
て
整
理
・

分
析
を
行
い
、
学
校
及
び
地
域
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
、

ま
た
、
市
長
部
局
と
も
連
携
・
協
議
し
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
探
究
学
習
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
、
主
体
的
に
活
動

す
る
機
会
を
今
ま
で
以
上
に
多

く
設
定
し
て
い
き
、
児
童
・
生

徒
が
探
究
的
な
学
習
に
興
味
を

持
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
始
め
る
DX
推
進
と
し
て
、申
請
様
式
を
統

一
で
き
る
も
の
は
統
一
し
、記
入
す
る
部
分
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

様
式
を
統
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
負
担
軽
減
、利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
し
て
、書
か
な
い

窓
口
の
導
入
、併
せ
て
事
務
処
理
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。様
式
の
統
一
化
に
つ
い
て
も
正
確
性
の
確
保
等
を
十

分
に
考
慮
し
検
討
を
進
め
、準
備
が
整
い
次
第
、統
一
し
た
様
式

の
運
用
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
分
野
の
DX
推
進
と
し
て
、「
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
」と「
就
労
証
明
書
」の
DX
推
進
に
つ
い
て
状
況

と
展
望
を
伺
う
。

妊
娠
８
か
月
頃
の
妊
婦
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
し
て
い
る
。産
後
の
新
生
児
訪
問
希
望

の
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、現
在
の
は
が
き
を
、QR
コ
ー
ド
で
で
き

る
よ
う
、DX
化
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、出

産
・
子
育
て
応
援
金
申
請
時
の
公
金
受
取
口
座
に
つ
い
て
も
、早

期
に
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
保
育
所
入
所
時
の
就
労
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
に
つ
い

て
は
、国
の
方
針
に
従
い
、従
来
通
り
の
提
出
方
法
で
い
く
予
定

で
あ
る
。就
労
証
明
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、国
よ
り
示
さ
れ
て

い
る
標
準
的
な
様
式
を
原
則
使
用
し
、本
市
で
も
令
和
６
年
４

月
入
所
受
付
時
か
ら
国
の
標
準
様
式
を
使
用
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

　
今
後
も
、国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
負
担
軽
減
が
図
れ
る

よ
う
、子
育
て
分
野
の
DX
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

DX
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

島
津
　明
香
　

問 問答答

探
究
学
習
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
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今
春
、救
急
車
で
運
ば
れ
た
事
案
の
あ
っ
た
高
砂
市
総
合

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
外
側
す
ぐ
近
く
に
遊

具
の
設
置
さ
れ
た
状
況
は
危
険
。当
該
エ
リ
ア
の
遊
具
の
配
置

場
所
や
ネ
ッ
ト
の
高
さ
等
含
め
改
善
を
求
め
る
。

現
在
行
う
べ
き
安
全
対
策
と
し
て
は
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

に
再
度
、ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
き
の
注
意
喚
起
や
利
用
す

る
た
め
に
は
予
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
看
板
の
設
置

と
、公
園
内
の
遊
具
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
ボ
ー
ル
が
飛
ば
な
い
よ
う
防

ぐ
方
法
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
と
と
も
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
、公
園
と
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

　
な
お
、総
合
運
動
公
園
内
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
、令
和
５
年

度
に
今
後
の
更
新
や
改
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
大
き
な
方
向
性
を

定
め
る
予
定
と
し
て
お
り
、併
せ
て
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

も
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
対
す
る
行
政
の
動
き
の
丁
寧
な
広

報
を
求
め
る
。行
政
が
先
方
を
訪
問
し
交
渉
を
求
め
た
こ

と
だ
け
で
も（
折
衝
の
内
容
は
開
示
で
き
な
い
と
し
て
も
）例

え
ば
高
砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
に
掲
示
す
る
等
の

動
き
は
す
べ
き
で
は
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、以
前
か
ら
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
に
対
し
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
５
月
、本
社
を
訪
問
し
代
表
と
面
会
、早
期
に
開

発
計
画
を
公
表
し
、着
手
す
る
旨
を
要
請
し
た
。

　
交
渉
状
況
の
定
期
的
な
情
報
開
示
に
対
し
て
は
、適
時
、進
捗

が
あ
れ
ば
可
能
な
範
囲
で
情
報
提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
高
砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
の
掲
示
板
に
先
方
を

訪
問
し
て
交
渉
し
た
こ
と
を
、そ
の
都
度
掲
示
し
て
い
く
こ
と
に

関
す
る
考
え
方
は
、今
の
と
こ
ろ
な
い
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
、①
夏
季
休
業

日
を
短
縮
し
た
期
間
の
活
用
②
本
市
の
授
業
時
数
の
確
保
と

教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
で
き
る
働
き
方
に
つ
い
て

夏
季
休
業
日
の
短
縮
に
伴
い
、各
校
で
宿
題
の
量
を
見
直
し
た

り
、校
内
の
研
修
等
の
精
選
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、夏
季
休

業
日
及
び
２
学
期
当
初
の
教
職
員
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、小
中
学
校
の
各
学
年
に
お
い
て
標
準
時

数
を
満
た
し
て
い
る
。

　
次
年
度
の
教
育
課
程
の
編
成
に
向
け
て
、授
業
時
数
の
確
保
状
況

も
鑑
み
な
が
ら
時
間
割
の
編
成
の
工
夫
を
図
り
、日
常
の
業
務
の
中

で
ゆ
と
り
を
つ
く
って
い
く
こ
と
を
学
校
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、持
続
可
能
な
自
治
会
等
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
た
め
に
、①
自
治
会
等
へ
の
支

援
②
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
自
治
会
活
動
の
取
組
に
つ
い
て

自
治
会
運
営
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、自
治
会
の
運
営

方
法
の
見
直
し
、自
治
会
役
員
等
の
負
担
軽
減
及
び
多
様
な
人

材
の
確
保
に
つ
な
が
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
策
と
し
て
は
、自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、自
治
会
活

動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
各
種
情
報
等
を
掲
載
し
て
お
り
、自
治
会
活
動
の

見
直
し
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、今
年
度
、新
た
に
新
任
自
治
会
長
向
け
研
修
会
を
実
施
し

た
。自
治
会
ア
プ
リ
が
複
数
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
は
主
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
は
新
た
に
地
区
連
合
自
治
会
活
動
支
援
補
助
金
を
創
設

し
、自
治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
な
が
る
事
業
も
補
助
対

象
と
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
若
者
の
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

よ
り
安
全
・
安
心
な
街
を

目
指
し
て 

ほ
か

鷹
尾
　治
久

学
校
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て 

ほ
か

春
増
　勝
利

問

問

答問答

答問答

多
様
と
な
っ
て
い
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
市
の
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　危
機
管
理
部
門
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
ど
う
か
。

　性
別
に
関
し
て
の
安
全
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
か
。

　妊
婦
さ
ん
や
新
生
児
、生
命
維
持
に
電
源
が
不
可
欠
な
人
な

ど
へ
の
配
慮
と
設
備
、そ
し
て
在
宅
避
難
者
や
車
中
泊
避
難
者
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て
情
報
提
供
、医
療
支
援
、食
料
や
水
の
供
給

な
ど
の
対
応
策
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
室
は
８
名
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち

１
名
が
女
性
職
員
で
あ
る
。

　
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、組
織
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま
え
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、配
慮
が
必
要
な
方
、例
え
ば
、高
齢

者
、障
が
い
者
、乳
幼
児
、妊
産
婦
な
ど
の
体
調
が
悪
化
し
な
い
よ

う
、避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
避
難
者
全
員
で
見
守
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
な
って
く
る
。

　
多
様
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、環
境
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、多
様
な
主
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

気
候
変
動
や
紛
争
に
よ
る
影
響
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

食
の
安
全
保
障
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
25
年
ぶ
り
の
改
正
に
向
け

て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
の
定
義
を
不
測
時

に
限
ら
ず
、
平
時
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
、
適
正
な
販
売
価

格
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
か
ら
農
地
転
用
や
遊
休
農

地
化
が
進
ん
で
お
り
、
基
本
法
の
改
正
内
容
を
待
つ
必
要
は

あ
る
が
、
不
測
時
の
食
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
市
が
で
き
る

取
り
組
み
、
市
民
の
方
が
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
注
視

し
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
等
で
の

多
様
性
に
つ
い
て

川
端
　宏
明

問問 答答

学
校
に
お
け
る
自
殺
予
防
教
育
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
小
学
４
年

生
以
上
の
児
童
生
徒
に
は
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、「
命
の
大
切
さ
実
感
尺
度
」
や
「
ス
ト
レ
ス

の
度
合
」
を
測
り
、
そ
の
結
果
で
気
に
な
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
注
意
深
い
観
察
や
個
別
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
も
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
年
に
一
度
は
、
各
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
児
童
生
徒
向
け
の
研
修
会
を
行
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
の

上
手
な
向
き
合
い
方
や
、
し
ん
ど
い
と
き
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、
生
活
で
き
る
学

校
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
生
き
づ
ら
さ
」と
い
っ
た
困
難
を
解
消
す
る
予
防
策
に
つ
い
て

－

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
増
員
な
ど
人
員
体
制
の
強
化

－

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
指

導
補
助
と
し
て
、
令
和
５
年
度
、
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
小
中
学
校
に
11
名
配
置
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
に
係
る
調
査
を
進
め
て
い
く
中

で
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
に
応
じ
た
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
市
長

部
局
と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
高
砂
市
自
殺
対
策
計
画
の
進
捗
・
評
価

　に
つ
い
て

　計
画
策
定
以
降
の
自
殺
の
現
状
と

　分
析
、
取
組
み

・
境
界
知
能
・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
る

　子
ど
も
へ
の
気
づ
き
と
支
援
に
つ
い
て

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
の

命
と
心
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

芝
本
　鎮
彰

バ
ス
停
に
上
屋
・
ベ
ン
チ
・
背
面
パ
ネ
ル
等
を
設
置
し
、見

や
す
い
時
刻
表
・
ル
ー
ト
系
統
図
を
掲
示
す
る
事
が
利
用

者
に
優
し
い
、利
用
し
や
す
い
バ
ス
停
だ
と
考
え
る
。ま
た
、DX

の
活
用
と
し
て
、動
的
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
バ
ス
の「
見
え
る

化
」に
つ
い
て
も
伺
う
。

利
用
状
況
や
必
要
性
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、バ
ス
停
留
所

の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
バ
ス
に
関
す
る
情
報
に
は
、時
刻
表
等
の
静
的
情
報
と
、遅
延
情
報
や

位
置
情
報
な
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
動
す
る
動
的
情
報
が
あ
る
。

　
静
的
情
報
に
つ
い
て
、令
和
４
年
４
月
に
公
開
し
て
お
り
、他
の
交

通
機
関
や
徒
歩
を
含
め
た
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
運
行
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
発
信
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、引
き
続
き
調
査
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

車
を
運
転
出
来
な
い
子
供
や
学
生
、若
者
の
移
動
手
段
と

な
る
よ
う
な
取
組
み
も
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
お
い
て
、地
域
で
守
り
育
て
る

じ
ょ
う
と
ん
バ
ス
を
目
指
し
て
、令
和
３
年
10
月
に
路
線
の
再
編
を

行
い
、利
便
性
の
向
上
や
便
数
増
加
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
路
線
再
編
の
考
え
方
と
し
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、

現
在
５
年
後
及
び
10
年
後
の
流
動
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、利
用

目
的
や
時
間
別
利
用
状
況
を
調
査
し
、地
区
別
の
流
動
や
利
用

時
間
帯
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
路
線
を
決
定
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、大
幅
な
見
直
し
で

は
な
い
が
、本
年
10
月
に
は
、

通
勤・通
学
の
時
間
帯
に
応
じ

た
見
直
し
、バ
ス
停
の
新
設

等
、一
部
の
路
線
と
時
刻
を
見

直
す
予
定
と
し
て
い
る
。

将
来
に
向
け
た

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

松
野
　優
也

問問 答

問答問答

答

特
別
支
援
教
育
充
実
の
た
め
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の

取
り
組
み

本
市
に
お
い
て
は
、通
常
学
級
や
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

に
、ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
介
助
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
何
ら
か
の
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
数
は
増
加
し
て
お
り
、児
童
生
徒
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
る
支
援

も
多
岐
に
わ
た
って
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
各
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
介
助
員
な
ど
多
数
の

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、個
に
応
じ
た
指
導
と
学

級
経
営
の
安
定
の
た
め
、教
育
委
員
会
か
ら
要
望
を
受
け
て
い
る
。

適
切
な
人
材
配
置
な
ど
、学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

職
業
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
、教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
そ
の一
環
と
し
て
、職
業
人
に
学
ぶ
体
験
を
行
って
い
る
。

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、児
童
生
徒
に
対

し
て
、仕
事
の
内
容
を
紹
介
し
た
り
、安
全
面
に
配
慮
し
て
、実
際

に
職
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
活
動
を
行
って
い
る
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、職
業
人
に
学
ぶ
体
験
の
発
展
版
の一つ
と
し

て
、ト
ラ
イ
や
る・ウ
ィ
ー
ク
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
学
力
向
上

・
眠
育

・
主
権
者
教
育

・
地
域
と
連
携
し
た
学
校
教
育
の
推
進

令
和
５
年
度
高
砂
市

学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
横
田
　英
樹

問答問答 食
の
安
全
に
つ
い
て
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今
春
、救
急
車
で
運
ば
れ
た
事
案
の
あ
っ
た
高
砂
市
総
合

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
外
側
す
ぐ
近
く
に
遊

具
の
設
置
さ
れ
た
状
況
は
危
険
。当
該
エ
リ
ア
の
遊
具
の
配
置

場
所
や
ネ
ッ
ト
の
高
さ
等
含
め
改
善
を
求
め
る
。

現
在
行
う
べ
き
安
全
対
策
と
し
て
は
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

に
再
度
、ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
き
の
注
意
喚
起
や
利
用
す

る
た
め
に
は
予
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
看
板
の
設
置

と
、公
園
内
の
遊
具
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
ボ
ー
ル
が
飛
ば
な
い
よ
う
防

ぐ
方
法
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
と
と
も
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
、公
園
と
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

　
な
お
、総
合
運
動
公
園
内
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
、令
和
５
年

度
に
今
後
の
更
新
や
改
修
の
在
り
方
に
つ
い
て
大
き
な
方
向
性
を

定
め
る
予
定
と
し
て
お
り
、併
せ
て
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

も
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
対
す
る
行
政
の
動
き
の
丁
寧
な
広

報
を
求
め
る
。行
政
が
先
方
を
訪
問
し
交
渉
を
求
め
た
こ

と
だ
け
で
も（
折
衝
の
内
容
は
開
示
で
き
な
い
と
し
て
も
）例

え
ば
高
砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
掲
示
板
に
掲
示
す
る
等
の

動
き
は
す
べ
き
で
は
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、以
前
か
ら
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
に
対
し
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
５
月
、本
社
を
訪
問
し
代
表
と
面
会
、早
期
に
開

発
計
画
を
公
表
し
、着
手
す
る
旨
を
要
請
し
た
。

　
交
渉
状
況
の
定
期
的
な
情
報
開
示
に
対
し
て
は
、適
時
、進
捗

が
あ
れ
ば
可
能
な
範
囲
で
情
報
提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
高
砂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
各
地
区
の
掲
示
板
に
先
方
を

訪
問
し
て
交
渉
し
た
こ
と
を
、そ
の
都
度
掲
示
し
て
い
く
こ
と
に

関
す
る
考
え
方
は
、今
の
と
こ
ろ
な
い
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
、①
夏
季
休
業

日
を
短
縮
し
た
期
間
の
活
用
②
本
市
の
授
業
時
数
の
確
保
と

教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
で
き
る
働
き
方
に
つ
い
て

夏
季
休
業
日
の
短
縮
に
伴
い
、各
校
で
宿
題
の
量
を
見
直
し
た

り
、校
内
の
研
修
等
の
精
選
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、夏
季
休

業
日
及
び
２
学
期
当
初
の
教
職
員
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、小
中
学
校
の
各
学
年
に
お
い
て
標
準
時

数
を
満
た
し
て
い
る
。

　
次
年
度
の
教
育
課
程
の
編
成
に
向
け
て
、授
業
時
数
の
確
保
状
況

も
鑑
み
な
が
ら
時
間
割
の
編
成
の
工
夫
を
図
り
、日
常
の
業
務
の
中

で
ゆ
と
り
を
つ
く
って
い
く
こ
と
を
学
校
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、持
続
可
能
な
自
治
会
等
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
た
め
に
、①
自
治
会
等
へ
の
支

援
②
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
自
治
会
活
動
の
取
組
に
つ
い
て

自
治
会
運
営
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、自
治
会
の
運
営

方
法
の
見
直
し
、自
治
会
役
員
等
の
負
担
軽
減
及
び
多
様
な
人

材
の
確
保
に
つ
な
が
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
支
援
策
と
し
て
は
、自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、自
治
会
活

動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
各
種
情
報
等
を
掲
載
し
て
お
り
、自
治
会
活
動
の

見
直
し
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、今
年
度
、新
た
に
新
任
自
治
会
長
向
け
研
修
会
を
実
施
し

た
。自
治
会
ア
プ
リ
が
複
数
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、現
在
は
主
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
年
度
は
新
た
に
地
区
連
合
自
治
会
活
動
支
援
補
助
金
を
創
設

し
、自
治
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
な
が
る
事
業
も
補
助
対

象
と
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
若
者
の
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

よ
り
安
全
・
安
心
な
街
を

目
指
し
て 

ほ
か

鷹
尾
　治
久

学
校
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て 

ほ
か

春
増
　勝
利

問

問

答問答

答問答

多
様
と
な
っ
て
い
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
市
の
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　危
機
管
理
部
門
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
ど
う
か
。

　性
別
に
関
し
て
の
安
全
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
か
。

　妊
婦
さ
ん
や
新
生
児
、生
命
維
持
に
電
源
が
不
可
欠
な
人
な

ど
へ
の
配
慮
と
設
備
、そ
し
て
在
宅
避
難
者
や
車
中
泊
避
難
者
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て
情
報
提
供
、医
療
支
援
、食
料
や
水
の
供
給

な
ど
の
対
応
策
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
室
は
８
名
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、そ
の
う
ち

１
名
が
女
性
職
員
で
あ
る
。

　
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、組
織
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま
え
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、配
慮
が
必
要
な
方
、例
え
ば
、高
齢

者
、障
が
い
者
、乳
幼
児
、妊
産
婦
な
ど
の
体
調
が
悪
化
し
な
い
よ

う
、避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
避
難
者
全
員
で
見
守
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
な
って
く
る
。

　
多
様
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、環
境
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、多
様
な
主
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

気
候
変
動
や
紛
争
に
よ
る
影
響
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

食
の
安
全
保
障
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
25
年
ぶ
り
の
改
正
に
向
け

て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
の
定
義
を
不
測
時

に
限
ら
ず
、
平
時
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
、
適
正
な
販
売
価

格
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
か
ら
農
地
転
用
や
遊
休
農

地
化
が
進
ん
で
お
り
、
基
本
法
の
改
正
内
容
を
待
つ
必
要
は

あ
る
が
、
不
測
時
の
食
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
市
が
で
き
る

取
り
組
み
、
市
民
の
方
が
で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
注
視

し
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
等
で
の

多
様
性
に
つ
い
て

川
端
　宏
明

問問 答答

学
校
に
お
け
る
自
殺
予
防
教
育
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
小
学
４
年

生
以
上
の
児
童
生
徒
に
は
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、「
命
の
大
切
さ
実
感
尺
度
」
や
「
ス
ト
レ
ス

の
度
合
」
を
測
り
、
そ
の
結
果
で
気
に
な
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
注
意
深
い
観
察
や
個
別
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
も
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
年
に
一
度
は
、
各
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
児
童
生
徒
向
け
の
研
修
会
を
行
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
の

上
手
な
向
き
合
い
方
や
、
し
ん
ど
い
と
き
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、
生
活
で
き
る
学

校
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
生
き
づ
ら
さ
」と
い
っ
た
困
難
を
解
消
す
る
予
防
策
に
つ
い
て

－

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
増
員
な
ど
人
員
体
制
の
強
化

－

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
指

導
補
助
と
し
て
、
令
和
５
年
度
、
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
小
中
学
校
に
11
名
配
置
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
配
置
に
係
る
調
査
を
進
め
て
い
く
中

で
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
に
応
じ
た
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
市
長

部
局
と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
高
砂
市
自
殺
対
策
計
画
の
進
捗
・
評
価

　に
つ
い
て

　計
画
策
定
以
降
の
自
殺
の
現
状
と

　分
析
、
取
組
み

・
境
界
知
能
・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
る

　子
ど
も
へ
の
気
づ
き
と
支
援
に
つ
い
て

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
の

命
と
心
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

芝
本
　鎮
彰

バ
ス
停
に
上
屋
・
ベ
ン
チ
・
背
面
パ
ネ
ル
等
を
設
置
し
、見

や
す
い
時
刻
表
・
ル
ー
ト
系
統
図
を
掲
示
す
る
事
が
利
用

者
に
優
し
い
、利
用
し
や
す
い
バ
ス
停
だ
と
考
え
る
。ま
た
、DX

の
活
用
と
し
て
、動
的
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
バ
ス
の「
見
え
る

化
」に
つ
い
て
も
伺
う
。

利
用
状
況
や
必
要
性
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
、バ
ス
停
留
所

の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
バ
ス
に
関
す
る
情
報
に
は
、時
刻
表
等
の
静
的
情
報
と
、遅
延
情
報
や

位
置
情
報
な
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
動
す
る
動
的
情
報
が
あ
る
。

　
静
的
情
報
に
つ
い
て
、令
和
４
年
４
月
に
公
開
し
て
お
り
、他
の
交

通
機
関
や
徒
歩
を
含
め
た
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
運
行
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
発
信
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、引
き
続
き
調
査
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

車
を
運
転
出
来
な
い
子
供
や
学
生
、若
者
の
移
動
手
段
と

な
る
よ
う
な
取
組
み
も
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
お
い
て
、地
域
で
守
り
育
て
る

じ
ょ
う
と
ん
バ
ス
を
目
指
し
て
、令
和
３
年
10
月
に
路
線
の
再
編
を

行
い
、利
便
性
の
向
上
や
便
数
増
加
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
路
線
再
編
の
考
え
方
と
し
て
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、

現
在
５
年
後
及
び
10
年
後
の
流
動
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、利
用

目
的
や
時
間
別
利
用
状
況
を
調
査
し
、地
区
別
の
流
動
や
利
用

時
間
帯
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
路
線
を
決
定
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、大
幅
な
見
直
し
で

は
な
い
が
、本
年
10
月
に
は
、

通
勤・通
学
の
時
間
帯
に
応
じ

た
見
直
し
、バ
ス
停
の
新
設

等
、一
部
の
路
線
と
時
刻
を
見

直
す
予
定
と
し
て
い
る
。

将
来
に
向
け
た

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

松
野
　優
也

問問 答

問答問答

答

特
別
支
援
教
育
充
実
の
た
め
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の

取
り
組
み

本
市
に
お
い
て
は
、通
常
学
級
や
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

に
、ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
介
助
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
何
ら
か
の
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
数
は
増
加
し
て
お
り
、児
童
生
徒
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
る
支
援

も
多
岐
に
わ
た
って
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
各
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
介
助
員
な
ど
多
数
の

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、個
に
応
じ
た
指
導
と
学

級
経
営
の
安
定
の
た
め
、教
育
委
員
会
か
ら
要
望
を
受
け
て
い
る
。

適
切
な
人
材
配
置
な
ど
、学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

職
業
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
、教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
そ
の一
環
と
し
て
、職
業
人
に
学
ぶ
体
験
を
行
って
い
る
。

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、児
童
生
徒
に
対

し
て
、仕
事
の
内
容
を
紹
介
し
た
り
、安
全
面
に
配
慮
し
て
、実
際

に
職
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
活
動
を
行
って
い
る
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
、職
業
人
に
学
ぶ
体
験
の
発
展
版
の一つ
と
し

て
、ト
ラ
イ
や
る・ウ
ィ
ー
ク
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
学
力
向
上

・
眠
育

・
主
権
者
教
育

・
地
域
と
連
携
し
た
学
校
教
育
の
推
進

令
和
５
年
度
高
砂
市

学
校
教
育
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
横
田
　英
樹

問答問答 食
の
安
全
に
つ
い
て
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入
院
患
者
の
病
状
な
ど
を
聞
く
体
制
に
つ
い
て
。

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
対
面
に
よ
る
面
会
を
再
開
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
の
入
院
患
者
が
増
加
傾
向
と
な
り
、院
内
感

染
の
発
生
防
止
の
た
め
、5
月
19
日
か
ら
再
度
面
会
禁
止
の
措
置

を
と
っ
た
。

　
患
者
数
が
減
少
傾
向
と
な
って
き
た
の
で
、９
月
11
日
か
ら
対
面

に
よ
る
面
会
を
再
開
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、一部
条
件
付
き
面
会
と
な
って
い
る
が
、面
会
の
全
面
解

除
は
、市
民
病
院
感
染
制
御
室
が
中
心
と
な
っ
て
、コ
ロ
ナ
感
染
状

況
や
他
院
の
状
況
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
く
。

　
入
院
患
者
様
に
と
っ
て
面
会
が一番
の
心
の
励
み
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、ま
た
、高
齢
の
入
院
患
者
様
の
場
合
、入
院
に
よ
る
せ
ん

妄
、認
知
の
進
行
、身
体
機
能
の
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、ご
家
族

と
の
面
会
の
必
要
性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　
入
院
患
者
様
の
状
況
を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、市
民
病

院
内
に
設
置
し
て
い
る「
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
、看
護
師
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
任
の
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

問答 高
砂
市
民
病
院
の
面
会
の
状
況

考
え
方
と
取
り
組
み
に
つ
い
て 

ほ
か

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

る
が
そ
の
方
法
は
。

申
請
受
付
後
に
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
担
当
者
が
、申
請

者
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
民
生
委
員
と
面
談
し
、内

容
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
方
に
認
定
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
エ
ア
コ
ン
の
補
助
と
学
校
体
育
館
に

  

エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
。

・「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
持
た
な
い

   

市
民
へ
の「
資
格
確
認
証
」発
行
に
つ
い
て

問答

大
西
　由
紀

新
た
な
移
動
支
援
策
に
向
け
た
取
り
組
み
に
、有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、福
祉
輸
送
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
、地
域
の
多
様
な
輸

送
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
、地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域
公
共
交
通
計
画
」の
策
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、多
く
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
第
６
条
に
基
づ
く
、「
法
定
協
議
会
」を
設
置
し
て
お

り
、法
律
上
の
設
置
義
務
は
な
い
が
、円
滑
な
計
画
設
定
を
行

う
た
め
に
、そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、地
域
公
共
交
通
計
画
は
、こ
の
地
域
に
合
う
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、高
砂
市
に
合
っ
た
計
画
と
な
る
よ
う
、近
隣
市
町
の

計
画
や
実
施
状
況
な
ど
、事
例
を
研
究
、調
査
し
、全
体
的
な
方

向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

問答
現
状
を「
地
方
の
政
治
の
存
在
意
義
に
か
か
わ
る
問
題
」と

し
て
と
ら
え
、「
主
権
者
教
育
」を
、学
校
任
せ
で
な
く
市

長
・
議
会
が
積
極
的
に
関
わ
り
、高
砂
市
独
自
の
取
り
組
み
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

選
挙
全
般
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下
が
見
ら
れ
、強
い
懸

念
、危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
主
権
者
教
育
と
し
て
、将
来
の
有
権
者
で
あ
る
児
童
、生
徒
、

学
生
と
政
治
家
が
接
す
る
機
会
を
持
ち
、若
者
が
参
加
し
や
す

い
意
見
交
換
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
教
育
委
員
会
、議
会
と
地
域
の
民
主
主
義
の
醸
成
に
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答 地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

北
野 

誠
一
郎

市
長
は
、民
間
経
営
と
行
政
経
営
を
両
方
経
験
さ
れ
そ
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
。

　事
業
の
目
的（
目
標
）を
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

職
員
と
目
標
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
、事
業
目
標
の
達
成
は
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、行
政
で
は
責
任
の
所

在
や
原
因
の
追
及
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、市

長
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

　民
間
企
業
は
日
常
業
務
に
お
い
て
も
常
に
改
善
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
大
き
な
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。行
政
で
も
取
り

組
め
る
と
思
い
ま
す
が
、市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

民
間
と
行
政
の
違
い
と
し
て
、対
応
の
速
度
が
挙
げ
ら
れ
、市

政
の
改
革
推
進
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
重
要
で
あ
る
。ＪＲ
曽
根

駅
の
南
側
か
ら
の
乗
降
や
、地
域
の
長
年
の
懸
案
事
項
に
対
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て一定
の
対
応
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、共
通
す
る
点
で
あ
る「
人
材
育
成
」で
は
、各
部
各
課
の

リ
ー
ダ
ー
が
、市
長
の
示
し
た
方
針
の
も
と
、自
ら
目
標
を
立
て
て

取
り
組
ん
で
い
く
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。

　
大
き
な
理
想
は
、と
も
す
れ
ば
伝
わ
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
の

で
、市
民
の
皆
様
や
職
員
へ
わ
か
り
や
す
く
、本
市
の
目
標
や
方
針

を
お
伝
え
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。今
後
も
市
民

や
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、よ
り
よ
い
市
政
運
営
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
自
治
体
に
お
け
る
役
割
は
、福
祉
や
教
育
、ま
ち
づ
く
り
や
産

業
振
興
、社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
、非
常
に
幅
が
広
い
た
め
、将

来
像
実
現
の
た
め
に
各
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
制
度
的
な
も
の
を
含
め
、職
員
が
能
動
的
に
日
々
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

問答 行
政
経
営
に
つ
い
て

岩
見
　
　明

「
熱
中
症
予
防
対
策
×
庁
舎
DX
」と
の
連
携
を
目
指
す

取
組
と
人
材
育
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

来
庁
者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、
分
庁
舎
１
階
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
、
本
庁
舎
内
の
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
で
休
憩
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
自
動
販
売
機
も
各
庁
舎

に
設
け
て
い
る
。

　
本
庁
舎
の
正
面
玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
庁
舎
で
の
催
事
を
表
示
す
る
機
能
の
み
で
他
の
情
報
表

示
が
で
き
な
い
が
、
西
玄
関
付
近
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
量

な
ど
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
に
外
気
温
を
表
示
し
て
い
る
。

　
熱
中
症
予
防
と
し
て
、
関
係
部
局
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
含
め
た
情
報
発
信
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
、
来
庁
者
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
で
き
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
外
部
講
師
に
よ
る
階
層
別
職
員
研
修
を
実
施
し
、
人
材
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
高
砂
市
DX
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
で
の
実
証
を
通
し
て
、
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

職
員
互
助
会
廃
止
に
伴
う
、職
員
の
福
利
厚
生
へ
の
考

え
方
に
つ
い
て

職
員
互
助
会
廃
止
以
前
か
ら
多
く
の
事
業
は
休
止
状
態

に
は
あ
っ
た
が
、
市
や
市
町
村
職
員
共
済
組
合
が
行
っ
て

い
た
事
業
で
補
完
が
で
き
た
も
の
や
、
市
に
事
業
を
移
管
す
る

こ
と
で
、
福
利
厚
生
の一
定
の
継
続
は
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
の
福
利
厚
生
は
、
業
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

新
規
採
用
職
員
の
確
保
、
離
職
防
止
に
お
い
て
も
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
社
会
情
勢
や
他
市
の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
は
変
更
し
、
よ
り
適
切
な
福
利
厚
生
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
予
防
対
策
の

推
進
に
つ
い
て  

ほ
か

山
田
　光
昭

加
古
川
市
の
日
光
山
墓
園
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、車
い
す

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
、墓
石
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　し
か
し
、高
砂
市
の
公
園
墓
地
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
言
い

難
く
、根
本
的
に
作
り
直
す
必
要
が
あ
る
。ま
た
ト
イ
レ
の
利
便

性
も
低
く
、使
い
づ
ら
い
状
況
で
す
。

　合
葬
式
墓
地
も
含
め
て
、公
園
墓
地
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

公
園
墓
地
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び
合
葬
式
墓
地
の
整
備

に
あ
た
って
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
公
園
墓
地
全
体
の
再

整
備
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
他
市
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
公
園
墓
地
整
備
計
画
等
の
策
定
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答 公
園
墓
地
整
備
計
画
策
定

に
つ
い
て 

ほ
か

鈴
木
　利
信

問問 答答

ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
困
難
な
市
民
に

「
ふ
れ
あ
い
ご
み
収
集
」
の
制
度
が
あ
る

地
域
民
主
主
義
を
守
る
方
策
に
つ
い
て

（
若
者
の
政
治
離
れ
、
投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育
で
の
食
事
提
供
に
関
す
る
近
隣

市
の
状
況
や
高
砂
市
の
現
状
と
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
下
の
長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育
等
の
給
食
提
供
の
状

況
と
し
て
は
、
明
石
市
、
川
西
市
、
養
父
市
に
お
い
て
、
夏

休
み
期
間
の
昼
食
を
提
供
し
て
お
り
、
神
戸
市
に
お
い
て
は
、一部

の
地
域
に
て
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
の
現
状
と
し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
併
設
し
て
い
る
民

間
の
学
童
保
育
所
で
は
給
食
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ほ

か
、
市
が
委
託
し
て
い
る
学
童
保
育
所
に
お
い
て
も
、
夏
休
み
期

間
中
の
数
日
で
は
あ
る
が
、
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
見
直

し
に
伴
い
、
小
学
校
の
児
童
の
保
護
者
等
を
対
象
と
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、学
童
保
育
所
の
昼
食
な
ど
、様
々

な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
い
く
。

問答

高砂市議会は「市民に開かれた議会」
を目指すために、定例会中の本会議（ラ
イブ・録画）と委員会（ライブ）を配信して
おりますので、ぜひご覧ください。

本会議・委員会をインターネットで放映中！

ライブ中継はこちらから
ご覧になれます。
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入
院
患
者
の
病
状
な
ど
を
聞
く
体
制
に
つ
い
て
。

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
対
面
に
よ
る
面
会
を
再
開
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
の
入
院
患
者
が
増
加
傾
向
と
な
り
、院
内
感

染
の
発
生
防
止
の
た
め
、5
月
19
日
か
ら
再
度
面
会
禁
止
の
措
置

を
と
っ
た
。

　
患
者
数
が
減
少
傾
向
と
な
って
き
た
の
で
、９
月
11
日
か
ら
対
面

に
よ
る
面
会
を
再
開
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、一部
条
件
付
き
面
会
と
な
って
い
る
が
、面
会
の
全
面
解

除
は
、市
民
病
院
感
染
制
御
室
が
中
心
と
な
っ
て
、コ
ロ
ナ
感
染
状

況
や
他
院
の
状
況
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
く
。

　
入
院
患
者
様
に
と
っ
て
面
会
が一番
の
心
の
励
み
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、ま
た
、高
齢
の
入
院
患
者
様
の
場
合
、入
院
に
よ
る
せ
ん

妄
、認
知
の
進
行
、身
体
機
能
の
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、ご
家
族

と
の
面
会
の
必
要
性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　
入
院
患
者
様
の
状
況
を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、市
民
病

院
内
に
設
置
し
て
い
る「
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
、看
護
師
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
専
任
の
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

問答 高
砂
市
民
病
院
の
面
会
の
状
況

考
え
方
と
取
り
組
み
に
つ
い
て 

ほ
か

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

る
が
そ
の
方
法
は
。

申
請
受
付
後
に
エ
コ
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
は
り
ま
担
当
者
が
、申
請

者
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
民
生
委
員
と
面
談
し
、内

容
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
方
に
認
定
し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
エ
ア
コ
ン
の
補
助
と
学
校
体
育
館
に

  

エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
る
。

・「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
持
た
な
い

   

市
民
へ
の「
資
格
確
認
証
」発
行
に
つ
い
て

問答

大
西
　由
紀

新
た
な
移
動
支
援
策
に
向
け
た
取
り
組
み
に
、有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、福
祉
輸
送
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
、地
域
の
多
様
な
輸

送
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
、地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域
公
共
交
通
計
画
」の
策
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
は
、多
く
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
、地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
第
６
条
に
基
づ
く
、「
法
定
協
議
会
」を
設
置
し
て
お

り
、法
律
上
の
設
置
義
務
は
な
い
が
、円
滑
な
計
画
設
定
を
行

う
た
め
に
、そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、地
域
公
共
交
通
計
画
は
、こ
の
地
域
に
合
う
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、高
砂
市
に
合
っ
た
計
画
と
な
る
よ
う
、近
隣
市
町
の

計
画
や
実
施
状
況
な
ど
、事
例
を
研
究
、調
査
し
、全
体
的
な
方

向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

問答
現
状
を「
地
方
の
政
治
の
存
在
意
義
に
か
か
わ
る
問
題
」と

し
て
と
ら
え
、「
主
権
者
教
育
」を
、学
校
任
せ
で
な
く
市

長
・
議
会
が
積
極
的
に
関
わ
り
、高
砂
市
独
自
の
取
り
組
み
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

選
挙
全
般
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下
が
見
ら
れ
、強
い
懸

念
、危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
主
権
者
教
育
と
し
て
、将
来
の
有
権
者
で
あ
る
児
童
、生
徒
、

学
生
と
政
治
家
が
接
す
る
機
会
を
持
ち
、若
者
が
参
加
し
や
す

い
意
見
交
換
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
教
育
委
員
会
、議
会
と
地
域
の
民
主
主
義
の
醸
成
に
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答 地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

北
野 

誠
一
郎

市
長
は
、民
間
経
営
と
行
政
経
営
を
両
方
経
験
さ
れ
そ
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
。

　事
業
の
目
的（
目
標
）を
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

職
員
と
目
標
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
、事
業
目
標
の
達
成
は
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、行
政
で
は
責
任
の
所

在
や
原
因
の
追
及
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、市

長
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

　民
間
企
業
は
日
常
業
務
に
お
い
て
も
常
に
改
善
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
大
き
な
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。行
政
で
も
取
り

組
め
る
と
思
い
ま
す
が
、市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す

か
？

民
間
と
行
政
の
違
い
と
し
て
、対
応
の
速
度
が
挙
げ
ら
れ
、市

政
の
改
革
推
進
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
重
要
で
あ
る
。ＪＲ
曽
根

駅
の
南
側
か
ら
の
乗
降
や
、地
域
の
長
年
の
懸
案
事
項
に
対
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て一定
の
対
応
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、共
通
す
る
点
で
あ
る「
人
材
育
成
」で
は
、各
部
各
課
の

リ
ー
ダ
ー
が
、市
長
の
示
し
た
方
針
の
も
と
、自
ら
目
標
を
立
て
て

取
り
組
ん
で
い
く
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。

　
大
き
な
理
想
は
、と
も
す
れ
ば
伝
わ
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
の

で
、市
民
の
皆
様
や
職
員
へ
わ
か
り
や
す
く
、本
市
の
目
標
や
方
針

を
お
伝
え
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。今
後
も
市
民

や
職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、よ
り
よ
い
市
政
運
営
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
自
治
体
に
お
け
る
役
割
は
、福
祉
や
教
育
、ま
ち
づ
く
り
や
産

業
振
興
、社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
、非
常
に
幅
が
広
い
た
め
、将

来
像
実
現
の
た
め
に
各
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
制
度
的
な
も
の
を
含
め
、職
員
が
能
動
的
に
日
々
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

問答 行
政
経
営
に
つ
い
て

岩
見
　
　明

「
熱
中
症
予
防
対
策
×
庁
舎
DX
」と
の
連
携
を
目
指
す

取
組
と
人
材
育
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

来
庁
者
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、
分
庁
舎
１
階
の
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
、
本
庁
舎
内
の
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
で
休
憩
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
自
動
販
売
機
も
各
庁
舎

に
設
け
て
い
る
。

　
本
庁
舎
の
正
面
玄
関
に
設
置
し
て
あ
る
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
庁
舎
で
の
催
事
を
表
示
す
る
機
能
の
み
で
他
の
情
報
表

示
が
で
き
な
い
が
、
西
玄
関
付
近
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
発
電
量

な
ど
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
に
外
気
温
を
表
示
し
て
い
る
。

　
熱
中
症
予
防
と
し
て
、
関
係
部
局
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
含
め
た
情
報
発
信
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
、
来
庁
者
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
で
き
る
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
外
部
講
師
に
よ
る
階
層
別
職
員
研
修
を
実
施
し
、
人
材
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
高
砂
市
DX
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
で
の
実
証
を
通
し
て
、
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

職
員
互
助
会
廃
止
に
伴
う
、職
員
の
福
利
厚
生
へ
の
考

え
方
に
つ
い
て

職
員
互
助
会
廃
止
以
前
か
ら
多
く
の
事
業
は
休
止
状
態

に
は
あ
っ
た
が
、
市
や
市
町
村
職
員
共
済
組
合
が
行
っ
て

い
た
事
業
で
補
完
が
で
き
た
も
の
や
、
市
に
事
業
を
移
管
す
る

こ
と
で
、
福
利
厚
生
の一
定
の
継
続
は
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
職
員
の
福
利
厚
生
は
、
業
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

新
規
採
用
職
員
の
確
保
、
離
職
防
止
に
お
い
て
も
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
社
会
情
勢
や
他
市
の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
は
変
更
し
、
よ
り
適
切
な
福
利
厚
生
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

熱
中
症
予
防
対
策
の

推
進
に
つ
い
て  

ほ
か

山
田
　光
昭

加
古
川
市
の
日
光
山
墓
園
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、車
い
す

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
、墓
石
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　し
か
し
、高
砂
市
の
公
園
墓
地
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
言
い

難
く
、根
本
的
に
作
り
直
す
必
要
が
あ
る
。ま
た
ト
イ
レ
の
利
便

性
も
低
く
、使
い
づ
ら
い
状
況
で
す
。

　合
葬
式
墓
地
も
含
め
て
、公
園
墓
地
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

公
園
墓
地
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び
合
葬
式
墓
地
の
整
備

に
あ
た
って
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
公
園
墓
地
全
体
の
再

整
備
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
他
市
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
公
園
墓
地
整
備
計
画
等
の
策
定
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答 公
園
墓
地
整
備
計
画
策
定

に
つ
い
て 

ほ
か

鈴
木
　利
信

問問 答答

ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
困
難
な
市
民
に

「
ふ
れ
あ
い
ご
み
収
集
」
の
制
度
が
あ
る

地
域
民
主
主
義
を
守
る
方
策
に
つ
い
て

（
若
者
の
政
治
離
れ
、
投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育
で
の
食
事
提
供
に
関
す
る
近
隣

市
の
状
況
や
高
砂
市
の
現
状
と
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
下
の
長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育
等
の
給
食
提
供
の
状

況
と
し
て
は
、
明
石
市
、
川
西
市
、
養
父
市
に
お
い
て
、
夏

休
み
期
間
の
昼
食
を
提
供
し
て
お
り
、
神
戸
市
に
お
い
て
は
、一部

の
地
域
に
て
実
施
し
て
い
る
。

　
本
市
の
現
状
と
し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
併
設
し
て
い
る
民

間
の
学
童
保
育
所
で
は
給
食
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ほ

か
、
市
が
委
託
し
て
い
る
学
童
保
育
所
に
お
い
て
も
、
夏
休
み
期

間
中
の
数
日
で
は
あ
る
が
、
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
見
直

し
に
伴
い
、
小
学
校
の
児
童
の
保
護
者
等
を
対
象
と
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、学
童
保
育
所
の
昼
食
な
ど
、様
々

な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
い
く
。

問答

高砂市議会は「市民に開かれた議会」
を目指すために、定例会中の本会議（ラ
イブ・録画）と委員会（ライブ）を配信して
おりますので、ぜひご覧ください。

本会議・委員会をインターネットで放映中！

ライブ中継はこちらから
ご覧になれます。
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●決算審査と予算審査を連動させる政策サイクルの仕組みについて（三重県四日市市）

　四日市市議会では、通年議会の中で8月に決算審査を行い、次年度予算に決算審査内容
を反映させるべく、政策サイクルの仕組みを作られていました。決算常任委員会の分科会方
式で行われる決算審査の中では、論点整理シートや提言チェックシートという様式を活用し、
行政当局とも事業等の改善に関する論
点を共有しながら、予算への反映状況
についてもチェックされる仕組みが出
来上がっています。他にも通年議会や
市民モニター制度など様々な議会改革
が行われていました。高砂市議会でも
参考にしながら、今後も市民の皆様の
お役に立てる議会として議論を続けて
いきたく思います。

●議会のあり方調査特別委員会の取り組みについて、大規模災害発生時の市議会の対応
　（議会BCP）について（三重県伊勢市）

　伊勢市議会では、予算・決算の審査方法として分科会方式についてお話を伺いました。平
成28年より、予算を審査する予算特別委員会とほぼ同じ構成での分科会で決算特別委員会
として審査されているとのことで、そのメリットとデメリット、課題を伺いました。また、広報広聴
活動として高校生議会や議会ツアー
を行っているとのことで、開かれた議
会としても参考にできる部分が多くあ
りました。議会BCPとしては、高砂市
議会同様、コロナ禍での運用のみしか
経験がないとのことでしたが、定期的
な訓練等も実施されているとのことで
した。高砂市議会でも取り入れられる
点を取り入れ、議会改革に取り組んで
まいります。

日程 /令和 5年 7月 5日（水）、6日（木）

議会運営委員会視察報告

●公立穴水総合病院寄附講座について（石川県鳳珠郡穴水町）　

　石川県が主導して、公立穴水総合病院内に「能登北部地域医療研究所」を設置。国の地域
医療再生基金を利用し、能登北部地域の寄附講座として「総合医療学」４年間を開設。能登北
部地域の医療環境の充実や、地域で
活躍する総合医の育成を目指し、金沢
医科大学の中橋教授を招聘した。
　「能登北部地域医療研究所」は、若
い医師が多く学びに来ており、病院の
活性化にもつながっている。また、中橋
所長には副院長として診療にも携わっ
ていただいている。
　県が主導で設置されたため、わが高
砂市民病院でも、県との連携が十分に
できるかどうかといった課題があると
考える。

●町立富来病院介護医療院について（石川県羽咋郡志賀町)

　平成２９年度「志賀町第７期介護保険計画」を策定する際に、病棟を介護医療院に転換す
る計画とした。
　医療療養病床利用率が５０％を割っていたものを、令和元年度介護医療院とすることで、９９％
の利用率とすることができた。そのため、病院全体の病床利用率が、令和元年度には８７．８％と
なり、経営収支が１２８百万円の黒字と
なる。
　改革を断行した川畑副管理者は、
健康福祉課長の時に第７期介護保険
計画の策定を担当し、介護医療院の
設置を進めて、入所対象者の情報を
しっかりと管理して、待機待ち者を確
保し、介護施設や居宅介護支援事業
者との連携も重要視してきたことが黒
字経営につながった。

高砂市民病院経営改善対策特別委員会視察報告

日程 /令和 5年 8月１日（火）、2日（水）
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●決算審査と予算審査を連動させる政策サイクルの仕組みについて（三重県四日市市）

　四日市市議会では、通年議会の中で8月に決算審査を行い、次年度予算に決算審査内容
を反映させるべく、政策サイクルの仕組みを作られていました。決算常任委員会の分科会方
式で行われる決算審査の中では、論点整理シートや提言チェックシートという様式を活用し、
行政当局とも事業等の改善に関する論
点を共有しながら、予算への反映状況
についてもチェックされる仕組みが出
来上がっています。他にも通年議会や
市民モニター制度など様々な議会改革
が行われていました。高砂市議会でも
参考にしながら、今後も市民の皆様の
お役に立てる議会として議論を続けて
いきたく思います。

●議会のあり方調査特別委員会の取り組みについて、大規模災害発生時の市議会の対応
　（議会BCP）について（三重県伊勢市）

　伊勢市議会では、予算・決算の審査方法として分科会方式についてお話を伺いました。平
成28年より、予算を審査する予算特別委員会とほぼ同じ構成での分科会で決算特別委員会
として審査されているとのことで、そのメリットとデメリット、課題を伺いました。また、広報広聴
活動として高校生議会や議会ツアー
を行っているとのことで、開かれた議
会としても参考にできる部分が多くあ
りました。議会BCPとしては、高砂市
議会同様、コロナ禍での運用のみしか
経験がないとのことでしたが、定期的
な訓練等も実施されているとのことで
した。高砂市議会でも取り入れられる
点を取り入れ、議会改革に取り組んで
まいります。

日程 /令和 5年 7月 5日（水）、6日（木）

議会運営委員会視察報告

●公立穴水総合病院寄附講座について（石川県鳳珠郡穴水町）　

　石川県が主導して、公立穴水総合病院内に「能登北部地域医療研究所」を設置。国の地域
医療再生基金を利用し、能登北部地域の寄附講座として「総合医療学」４年間を開設。能登北
部地域の医療環境の充実や、地域で
活躍する総合医の育成を目指し、金沢
医科大学の中橋教授を招聘した。
　「能登北部地域医療研究所」は、若
い医師が多く学びに来ており、病院の
活性化にもつながっている。また、中橋
所長には副院長として診療にも携わっ
ていただいている。
　県が主導で設置されたため、わが高
砂市民病院でも、県との連携が十分に
できるかどうかといった課題があると
考える。

●町立富来病院介護医療院について（石川県羽咋郡志賀町)

　平成２９年度「志賀町第７期介護保険計画」を策定する際に、病棟を介護医療院に転換す
る計画とした。
　医療療養病床利用率が５０％を割っていたものを、令和元年度介護医療院とすることで、９９％
の利用率とすることができた。そのため、病院全体の病床利用率が、令和元年度には８７．８％と
なり、経営収支が１２８百万円の黒字と
なる。
　改革を断行した川畑副管理者は、
健康福祉課長の時に第７期介護保険
計画の策定を担当し、介護医療院の
設置を進めて、入所対象者の情報を
しっかりと管理して、待機待ち者を確
保し、介護施設や居宅介護支援事業
者との連携も重要視してきたことが黒
字経営につながった。

高砂市民病院経営改善対策特別委員会視察報告

日程 /令和 5年 8月１日（火）、2日（水）
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市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、10月、12月）発行する
高砂市議会だよりの表紙写真を募集します。
応募方法など詳しくは、高砂市議会のホームページをご覧ください。
右のQRコードを読み込むことでご覧いただけます。

問い合わせ先：議会事務局 443-9061

ぜひ、ご応募ください！

「高砂市議会だより」の表紙写真を募集します

編集●市議会だより編集委員会

高砂市高砂市 TAKASAGOTAKASAGO
2023

第 224号 2023 年（令和 5年）11月 https://www.city.takasago.lg.jp/

9月
定例会号議会だより議会だより

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにてお知らせいたします。

12月5日（火）
開会予定です。

12月
定例会は

日程その他詳しいことは

議会事務局 （Tel 443-9061）までお問合せください。

TopicsTopics

ナイトファンタジーイリュージョン2022（昨年度撮影分）／大村哲史氏撮影

９月定例会の日程 9月12日～9月27日（16日間）
9月12日

　    13日
  14・15日

20・21日
22・25・26日

27日

開会、
市長の提案理由の説明、
諸報告（高砂市民病院経営改善対策
特別委員会中間報告）
正副議長の選挙、各委員の選任等
質疑

一般質問
委員会審査
委員会審査、委員長報告、討論採決、
質疑、討論採決（追加提案）、
決算認定質疑、閉会

新しい議会の構成決まる！
～新体制のもと各議案を審議しました～

募集中募集中

本会議・委員会は
どなたでも傍聴できます｡ 　９

月
か
ら
議
会
構
成
が
新
体
制
と
な
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
に
よ
る
位
置
付
け
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
な

り
、
市
民
生
活
も
徐
々
に
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
物
価
高
騰
な

ど
新
た
な
課
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
様
々
な
関
心
事
や
情
報
を
心
温
ま
る

紙
面
で
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
表
紙
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
で
撮
影
し
た
イ
チ
オ
シ
の
風
景

や
楽
し
い
写
真
な
ど
を
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

編  集  後  記
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